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〔 短 報 〕

静岡県都田111水系で採集された特異な斑紋パターンを持つ
ニシシマドジョウ CobitisSp. BIW AE type B 

北原佳郎1)・森口宏明 2)・北川 学紛

Notes on the Spined Loach Cobitis Sp. BIW AE type B (sensu Nakajima 
et al.. 2012) (Cypriniformes: Cobitidae) with an unusual colorationfrom 

Miyakoda River basin. Shizuoka Prefecture. ]apan 

Yoshiro KITAHARAI)， Hiroaki MORIGUCHr) and Manabu KITAGAWA
2
) 

Abs廿act

The specimens of the spined loach Cobitis biwae complex with an unusual coloration was collected 

from Miyakoda River basin. Shizuoka Prefecture.Although typical species of the Cobitis biwa.e complex 

has a series of black 叩 otsalong lateral side of body， the specimens examined here lack it. However， other 

morphological features agree well with those of the Cobitis sp. BIW AE type B (sensu Nakajima et al.. 2(12). 

In addition， Cobitis sp. BIW AE句})eB were collected from出esame locality.We也usconclude出at也e

sp配皿ensexamined here are identified as Cobitis sp， BIW AE type B wi也 unusualcoloration， 

はじめに

シマドジョウ種群 Cobitisb抑制 comple玄は，雄

成魚の胸鰭基部に幅が狭く中央にくびれがある骨

質盤があること，体幹部斑紋が点列になることで

定義される(斉藤， 2∞5) .従来，本種群はシマド

ジョウ Cobitisbiwaeのみからなるとされること

が多かったが(君塚.2001;細谷.2013)，その一

方で，核型や遺伝的な観点から 4集団に分かれる

とする報告もあった(上野ほか. 1980; Kitagawa 

et al.. 2003).近年では，形態的な特徴も加味し，

4集団それぞれに対してオオシマドジョウ Cobitis

sp. BIW AE type A. ニシシマドジョウ Cobitis

sp. BIW AE type B，ヒガシシマドジョウ Cobitis

sp. BIW AE type C， トサシマドジョウ Cobitissp. 

BIWAE type Dという和名が提唱された(中島ほ

か， 2012)，そのうち，静岡県にはニシシマドジョ

ウとヒガシシマドジョウの 2種が分布することが

報告されている(中島ほか.2012;斉藤・内山，

2015) • 

今回，筆者らは静岡県西部地域の浜松市を流れ

る都田川水系で，特異な斑紋パターンを持つ本種

群魚類(以下，斑紋変異個体)を採集した.本種

群の斑紋変異個体についての報告側は少ないこと

から，ここに形態・斑紋パターンの特徴について

報告する.本種群の斑紋変異個体は，鑑賞魚とし

て流通している例があり(洲深，私信).その需要

による乱獲等を避けるため，採集地についての記

載は水系名までとした.

なお，都田川水系には，ドジョウ Misgurnus
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anguillicaudatus，ニシシマドジョウ，トウカイコガ

タスジシマドジョウ Cobitisminamorii tokaiensis， 

ホトケドジョゥ Lefuaechigonia，トウカイナガレホ

トケドジョウ Lefuasp. 2の5種のドジョウ科魚類

が分布している(板井， 1982;静岡県自然環境調査

委員会編， 2004). 

方法

本調査で観察したシマドジョウ種群の斑紋変異個

体は，いずれもタモ網(目合2mm) によって採集

した.採集した個体について，同所で採集したニ

シシマドジョウと一緒に生かした状態で室内に持ち

帰り， FA100 (田辺製薬， 15ppm)で麻酔した後に

5%ホルマリン水溶液で薬殺および展鰭し，生鮮時

の体色をデジタル一眼レフカメラ (EOSkiss X2， 

Canon)で撮影した後， 10%ホルマリン水溶液で固

定した.その後， 70%エタノール水溶液に移して保

存し，各部の計測・計数および斑紋パターンの観察

を行った.計測・計数方法は中坊編 (2013)および

Nakajima (2012)に従い，計測にはノギスを用いた.

体幹部斑紋の分類は武田・藤江 (1945)に従い (Fig.

1) ，斑紋の色彩や特徴については，生鮮時の写真を

基に記述した.

調査標本について，岡田・清石 (1937) を参考に

体長40mm以下のものを稚魚，それ以上のものを

成魚とした.成魚について胸鰭基部の骨質盤の有

無を観察して雌雄を判別した.雄 1個体について

は，右胸鰭を切除してアリザリンレッドSで染色し，

骨質盤の形態を観察した.計数・計測後には，標本

をふじのくに地球環境史ミュージアムの魚類標本

Fig. 1 Series of black spots along lateral side of body (L 1 
- L5) of Cobitis biwae complex by Takeda and 
Fujie (1945) and the prepelvic myotome number 
(PMN) by Nak司ima(2012). 

(SPMN-PI) として登録・保管した.また，今後，

遺伝子解析に使用できるよう， SPMN -PI 3183 -

3188およびSPMN-PI 3189 -3192について 10%

ホルマリン水溶液で固定する前に各個体の右腹鰭を

切除して 99%エタノールで固定し，ふじのくに地

球環境史ミュージアムで保管している.

なお，本報告の和名・学名は，シマドジョウ種群

については中島ほか (2012) に，その他の種につい

ては細谷 (2013) に、それぞれ従った.

調査標本

斑紋変異個体:静岡県浜松市，都田川水系;2015 

年 3月21日， 2個体(雌 1，稚魚 1)，北川学採集，

SPMN -PI 3183 -3184， 40.4 -81.8 mm TL， 33.6 

-74.7 mm SL ; 2015年3月28日， 4個体(雄 2，

雌 2)，森口宏明・北川 学採集， SPMN-PI3185 

- 3188， 78.9 - 94.2 mm  TL， 66.8 - 78.3 mm  

SL; 2015年 10月 10日， 4個体(雄1，雌 3)，北原

佳郎・森口宏明・北川 学採集;SPMN -PI 3189 

-3192， 64.9 -89.0 mm TL.55.3 -76.2 mm SL. 

ニシシマドジョウ:静岡県浜松市，都田川水系;

2015年 3月28日(雄 1，雌 2)，森口宏明・北川

学採集， SPMN -PI 3193 -3195， 88.4 -104.3 mm  

TL， 74.4 -89.5 mm SL. 

結果

調査標本の形態は以下のとおりである.

斑紋変異個体 (Fig.2):全長は 40.4-94.2 mm TL 

(雄 77.9-81.6 (平均 79.5)mm TL，雌 64.9-94.2 

(平均 82.6)mm TL，稚魚 40.4mm TL)，体長は

33.6 -78.3 mm SL (雄 65.6-69.6 (平均 67.3)mm 

SL，雌 55.3-78.3 (平均 70.8)mm SL，稚魚 33.6

mm SL).背鰭iii+7，啓鰭iii+5，胸鰭i+7-8 (7: 

6個体， 8: 4個体)，腹鰭ii+6，胸鰭基部と腹鰭基

部聞の筋節数 14-15 (14: 4個体， 15: 6個体)， 

口髭は 6本，眼下臓がある.雄の骨質盤 (Fig.3)は，

幅が狭く，根元に近い部分が丸みを帯び，中央にく

びれを有する.

吻に暗色斜帯がある，体側中央の深層には体軸に

沿った濃青色の縦帯がある，尾鰭後端は裁形であ

る，尾鰭基部の 2つの黒色斑は，背側では半円形の

黒点，腹側では不明瞭であり，両者は深部でつなが
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Fig. 2 Cob~胎 sp. BIWAE type B. with unusual ∞loration : A:male， SPMN-PI3186 ， 81.6 mm TL，69.6 mm SL; B:female， 
SPMN-PI 3183，81.8 mm TL，74.7 mm SL; C:dorsal view of female， SPMN-PI3183; D:juvenile， SPMN-PI3184， 
40.4 mm TL， 33.6 mm SL. 

る，雌の瞥鰭には黒色素がみられない.体幹部斑紋

Ll~L5 がみられない，体側中央より背側には茶褐

色で頼粒状の斑紋が分布する(尾柄部では腹側にも

分布)，尾鰭および背鰭の斑紋は細かい黒色の頼粒

状で全体に散在する，背面は正中線に細くて淡い褐

色の縦帯があるだけある.

ニシシマドジョウ (Fig.4):全長は 88.4~ 104.3 

mm  TL (雄 88.4mm  TL，雌 95.7- 104.3 (平均

1∞'.0) mm  TL)，体長は 74.4- 89.5 mm  SL (雄

74.4 mm  SL，雌80.4- 89.5 (平均85.0)mm  SL). 

背鰭出+7，嘗鰭副+5，胸鰭 i+7- 8 (7: 1個体，

8:2個体)，腹鰭ii+6，口髭は 6本，眼下聴がある.

雄の骨質盤 (Fig.3) は，幅が狭く，根元に近い部分

が丸みを帯び，中央にくびれを有する.

吻に暗色斜帯がある，体側中央の深層には体軸

に沿った議青色の縦帯がある，尾鰭後端は哉形であ

る，尾鰭基部の2つの黒色斑は，背側では半円形の

黒点，腹側では不明瞭であり，両者は深部でつなが

る，雌の瞥鰭には黒色素がみられない.体幹部斑紋

11には丸みを帯びた四角い褐色斑紋列が7個並ぷ，
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正中線に細くて淡い褐色の縦帯がある.L2とuは

細い破線状，L3はそれらに比べて太い破線状を呈

する，体幹部中央L5には褐色斑紋列が11~ 12個

並ぶ，尾鰭および背鰭には黒色斑があり 3-4列の

弧状横帯を形成する.

111lT1 

Fig. 3 Dorsal views of lamina circularis and first branched 

ray of pectoral fin of adult males (above: specimen 

with unusual coloration， SPMN-PI 3186; below: 
specimen with typical coloration， SPMN-PI 3193)， 
collected in a single 10回 lity.

A 

B 

c 

考察

今回得られた個体は，ニシシマドジョウと比べ

て体幹部の斑紋(体幹部斑紋なしvs体幹部斑紋Ll

~L5 あり)，尾鰭および背鰭の点列(細かい頼粒

状の黒色斑紋が全体に散在 vs 黒色斑が3~4列の

弧状横帯を形成)に追いがみられたものの，それ以

外の特徴はニシシマドジョウと類似していた.ま

た，斑紋変異個体が採集された河川では，ニシシマ

ドジョウが生息していることから (Fig.4)，ニシシ

マドジョウの斑紋変異個体と考えられた.

シマドジョウ種群では，斑紋変異個体(清水・

鈴木， 2006;高橋， 2015)，黄変個体(中川ほか，

2∞8)のほか，同種群のオオシマドジョウ Cobitis

sp. BIW AE type Aでは体側中央の斑紋が帯状に

なる個体(林ほか， 1987;比婆科学教育振興会編，

1994 ;中島ほか， 2012) などの変異個体の事例が

報告されているが，それらのシマドジョウ種群の斑

紋変異個体の報告では確認されている個体数が少な

い.今回， 2015年 3月21日には成魚と稚魚が同時

//. ' 

H‘/1". 

..~・ " .....~ ・，，・'?

工，ー-

10mm 

10mm 

10mm 

Fig.4 Cobitis sp. BIWAE type B with typical coloration，∞lIected from same locality with the specimens shown in 
Fig. 1. A:male， SPMN-PI3193， 88.4 mm TL，74.4 mm SL， B: female， SPMN-PI3194 ，104.3 mm TL，89.5 mm 

SL， C: dorsal view of male， SPMN-PI3193. 
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に採集されているほか，複数岡にわたってまとまっ

た個体数が得られていることは特筆すべき事例と考

えられる.また，同様の斑紋変異個体は，静岡県中

部地域の巴川水系でも確認されており(板井，私信)， 

静岡県内の他水系でも斑紋変異個体が得られる可能

性があるため，今後も本種の斑紋変異個体の出現状

況について注視する必要がある.
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